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要 旨:

最近にいたって、WEBペ ージなどの形式でインタネッ ト上に論文 を掲載することが行われ始め

た。 しか し、現在のところ、印刷論文をその ままネットワーク上にアップ したものが多い。本稿

は、最初か らネ ットワーク上に発表することを前提に したオンネット論文な らでは書 き方につい

て論 じるものである。 この研究は、実際にオンネット論文 を書 くことによって行われた。

印刷論文は著者(書 き手)の 意図 によって一つの流れ を想定 して書 き上げられてお り、読者

(読み手)は 書 き手が作 り上げた目次(文 章の並 び方)に 制約 される。それに対 して、本稿が強調

するオンネジト論文の特徴は、読者が著者の意図 した読み方(目 次)に 限定されずに読者 自身で

自分の関心に合う目次 を選択 したり、好みの 目次 を作 りだすことができる 「自己編集性」である。

オンネ ット論文では、イ丶イパーテキス ト化ができる。本稿 は、本文のパ ラグラフ(一 固まりの

情報単位)化 とハイパーテキス トによって、読者が自らの関心や立場 によって多様 な自己編集が

できるような形式で論文を作成することを提案する。 このオンネット論文は、質問形式で読者が

関心や立場を選択 して、読者にふ さわしい目次(パ ラグラフのある並び方)を 選択で きる。この

際、い くっかのパラグラフは 目次間で共有 される。また、本 オンネッ ト論文では、読者が自ら全

パラグラフー覧か ら自分の興味あるものを選択 し、自分な りの 目次 を作って論文を読むこともで

きる。

本稿の読者 は、本稿 のテーマの特性から、実践 されたオンネット論文 自身を、同時に参照いた

だ くことが期待される。(ht‡p:〃www.bekkoame.orjp/ilnegorolabolonnet!index.html)。

キー ワー ド オンネ ッ ト論文、 自己編集性、ハ イパー テキス ト、パ ラグラ フ、編集工学

                            Abstract: 

  Articles in specialized fields are offered on internet recently. These articles are called on-net-articles in 

this paper. These are now mostly offered at the same form of printed articles. 

  This paper pursues the peculiar form of on-net-article. Three directions can be considered for the articles.
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Multimedia, Interadivity, and Self-editing. The paper emphasizes the Self-editing. Self-editing is here to be 

able to change the sequence of paragraphs of a article by each reader. 

 The techniques of Hypertext and paragraphization can be used for the purpose of Self-editing. One on-net-

article by the authors is tryed as a practice. The on-net-article, reader can select the table of contents, and 

produce his/her own table of contents. The contents are all wrote p ' aragraph by paragraph. Each table of 

contents connects paragraphs as a hypertext link. This editing the paragraphs can be a kind of self-editing by 

the reader.

Keywords: on-net-article, hypertext, Self-editing, paragraphization

1.は じ め に

研究論文は、雑誌等 を媒体 にした印刷論文として発表 されるのが通常である。 しか し、最近に

いたって、ネッ トワーク上 に、Webペ ージなどの形式で論文を掲載することが行われ始めた。本

稿 では、ネットワーク上に公開された論文 を 「オンネ ッ ト論文」 と呼ぶこどにする。オン'ネット

論文 には、著者個人のサイ トに掲載 されるものや、学会のサイ ト』に公開されているもの～ごンピ

ュータ会社等が自社発行の技術雑誌の全文 を公開.しているものなどがある(注1)。

本稿で 「オンネット論文」 と言 っているものは、馳ネッ トワーク上にあるすべての文章ではない。

「専門性」があ り、主張の 「独 自性」があ り、その分野の専門家集団になん『らかの知見 を提供 しよ

うとする 「文章」壷 「論文」 としてv}る ・ .したがって・単に情報提供 を目的 とする文章や専 門性
のない文章はここでは 「オンネット論文」 とは呼ばない。また、丁文章」 をメインとしない図や写

真中心のWebペ ージも 「オンネット論文」 とはしない。以上の定義によれば、・企業や団体がその

独 自な主張 を伝えるために公開 しでいるネッ ト上の文章 も'「論文」 と言 って よい と考えている

(たとえば、富士写真フイルムが 「コダックの 日本市場閉鎖論」に抗議 して自社のサイ トに公開 し

た反論が これにあたる:ht‡P:〃www.軻ifilm.cojp/speciaU/index.htmD。

現在の所、オンネット論文は、印刷論文 として作成 された論文をそのままネッ トワーク上 にア

ップしたものが多い。あるいは、ネットワークに公開した論文を印刷 してもその表現形式(外 見)

が変わらないものが多い。 もちろん、「ただ申刷論文をネットワークに掲載 した」だけでも、オン

ネ ット論文ならではのメリットはある。たとえば、広 く潜在読者 に論文 を提供で きる 「公開の広

域性」、脱稿 してす ぐに論文を公開できる 厂短い公開 リー ドタイム」、誰で もが安価に論文 を発表

できる 「低いコス ト」、内容 を適宜修正「・追加できる 「更新の容易性」、デジタルデータならでは

ρ場所をとら.なy・とい う 「保存の容易性」な どがある。(図 表6に 印刷論文 とオンネット論文の比
較 をまとめてある。)

これ らのメリットを考 えれば、オンネッ ト論文は、今後 もさらに多 くが書かれ、公開されるだ

ろう。 しかし、ネッ トワーク上 にあることを利用 したオンネ ット論文ならでは表現形式の研究は

未だ十分ではない。

本稿の目的は、後述す る 「.自己編集性」の観点か らオンネット論文ならではの表現形式につい

て新 しいアイデアを提案するものである。
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2.オ ンネッ ト論文の表現形式3つ の発展方向

筆者の顰察では、オン芋ット論文ならではの工夫はマルチメディア化 と対話化 として追求され

始めている。

マルチメディア化 とは、音声や動画の論文への組み込みめことである。テキス ト以外、すなわ

ち写真、'図表の多用 も広義にはこれに入 るだろう。 また、テキス トや背景の自由なカラー化 も該

当す る。ただし、写真、図表、カラー化 は、,印刷論文で もコス トはかかるが実現可能ではある。

マルチメディア化は、情報紹介的Webペ ージでは多 く見 られるが、オンネ ット論文の例 は、未だ

少ない。

対話化は、検索(容 易)性 、読書 コメン トの記録、関連討議の場の提供 とまとめ うるだろう。

検索性 とは、論文中の言葉等 を探 し出す機能である。印刷論文では索引が用意 されている場合に、

その範囲で しか検索性がないが、オンネ ット論文では、HTMLで 書かれた場合は自由に論文中の

言葉を検索できる。

読書 コメン トの記録 とは、・論文に対する読者のコメン トの処理に関わる項 目である。印刷論文

では、論文 に対するコメント等は論文 とは独立 したものとして、一般に一緒 には掲載 されない。

反論や言及等の形で別の機会 に別の媒体で発表 されることになる。それに対 して、オ ンネ ット論

文では、送 られて きたコメントを論文 と一体化 して掲示することが容易にできる。

場の提供は、 コメン トの記録 と関係する項 目だが、書 き手「読み手の1対1の 関係 を超 えて、

読み手同士の関係成立の可能性 に関する項 目であるσ印刷論文では、 もしそのような場が成立す

るとしても、それ1ま論文 と切 り離されて存在するものである。それに対 して、オンネッ ト論文で

は、論文を中心 に読者同士述交流する場 を同 じサイ ト上 に提供することが、技術的には可能であ

る。論文に関連する電子会議室の殺置が、たとえばこれに当たる。今回の筆者 らの実践で も論文

に付随 して、公開された電子会議室 をインタネ ット上に設置 した。

マルチメディ・ア化、対話化 と区別 して、「読み方への参加」 をオンネット論文の特徴 として考え

ることが可能である。印刷論文では目次は書 き手によって一つ しか提供 されない。別の目次 によ

って書かれた論文は、内容の骨子が同 じで も別の論文として別の機会に発表される。 しか し、オ

ンネット論文では、対話的に読者への質問に答えて もらうことで、各読者の個別のニーズを把み、

読者別の読み方を提示できる可能性がある。読者の関心や立場を対話によって特定する可能性で

ある。

本稿は、この 「読者の読み方さの参加」 を可能にするための、オンネッ・ト論文 ならでは論文の

書 き方(表 現形式) .を論 じるものであるρ本稿では、「読者の読み方への参加」 を 厂自己編集性」

という概念 を使って考えたい。 自己編集性 とは、「読者が書 き手の意図 と離れて発表 された文章の

構成 を自分な りに変えること」 と定義する。本稿では、これを、読者が著者の意図 した目次(文

章の流れ)に 限定 されずに読者 自身で目次 を選択 した り、 目次 を作 りだす ことで実現することを

提案する。オンネット論文では、厂ハイパーテキス ト」 と 「文章のパ ラグラフ化」によって、自己

編集性 を許容 した論文を書 きうる。

この研 究は、実際にオンネット論文 を書 くことにょって行われた。研究の性質上、本稿の読者

は、実践 されたオンネット論文を、同時に参照いただきたい。

(htΦ:〃www.bekkoame.orjp/i/negorolabo/ometlindex.htm1)
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3.本 オンネ ッ ト論文 の特徴

本章では、今回作成 したオンネット論文(「本オンネット論文」と呼ぶ)の 特徴について論述する。

3.1本 研究で利用 されたオンネット論文の技術

今回作成 したオンネット論文は、HTML(HyperTextMarkupLanguage)で 記述される。ハイパ
ーテキス ト(HyperText)で は、文章を順番に読み進 むだけではな く、文章中の リンクテキス ト

(下線付 きなどで リンクの存在がわかるようになっている)を 読者の関心に従ってクリックするこ

とにより、関連ファイルに飛 びながら読み進むことがで きる。リンクは、同一 テキス ト内、同一

サイ ト内だけでなく、別のサイ トにある情報 とつなげることもで きる。読者は、実際に読んでい

る文書が どのWebサ ーバー上 にあるどのファイルなのかを意識することなく、次々とリンクをた

どることにより、関連する情報を見ることで きるのである。

本オンネッ ト論文では、いわゆる 「フレーム」技術 も使用 される。 フレームは、ブラウザーウ

ィン ドウを複数の孤立 したセクションに分割 し、それぞれに別の ドキュメン トを表示 させ るとき

に使 う技術である。本オンネッ ト論文では、画面上の一つのセクションに目次 を設定 して、別の

セクションにリンク先の ドキュメン トを読み込む形でフレームを利用する。

本オンネッ ト論文には、JavaScriptを 使 った部分がある。JavaScriptと は、Java言 語の簡易版で

HTMLの 中に直接書 き入れて動 きのある処理 を実行する技術である。

リンクもフレームもすでに多 くのサイ トで用いられている技術であり、JavaScriptもいまや新 し

い技術 であるわけではない。この点では、本オンネット論文は、既存技術の応用的利用 と言える。

本 オンネッ ト論文では、まず リンク機能を使 うが、その使い方は一般的なもの とは違 う。・一般に

は、=つ の文書があ り、関連情報の場所 を示すために リンク機能 を使っている。 しか し、本オン

ネッ ト論文では、論文に複数の目次を実現するため にリンク機能 を用いる。また、目次の申身が
一覧できるようにするために、フレーム技術 を用いる。JavaScriptは 、「目次の選択」 と 厂読み手

が作成する目次」機能を実現するために用いている。

3.2本 オンネ ット論文の特徴

本 オンネッ ト論文が追求するオンネット論文の特徴は、前述 した 「自己編集性」である。筆者

は、 この概念を松岡正剛(1996)に 負 うている。

「編集」とは、「出会ったものや、もともとそこにある事態に潜んでいる関係性を組み直 してい

く」(松 岡正剛,1996)こ とである。編集とは、「関係の発見」である。雑誌の編集者は、複数の筆

者を組み合わせることによって 「雑誌 としての価値」 をつ くり出す。あるいは、あるコンセプ ト

やキーワー ドに基づいて、現実の事象 を並べ直す。よい編集 とは、「独 自な関係」の発見である。

誰で もが思いつ く 「関係」は、人々の関心を喚起 しない。

松岡によれば、編集は、「自己編集」 と 「相互編集」 に分けうる。自己編集 とは、取 り込んだも

のを自分なりに消化 して並べ直すことである。たとえば、一 日ので きごとを自分なりに取捨選択

して日記 を書 く行為は、自己編集の例である。相互編集 とは、人々がお互いのビジョンを交換 し

なが ら新 しいものを作 り上げていくこと、すなわち 「共創(コ ラボレーシ ョン)」 を指す。本オン

ネ ット論文が追求するのは、前者の 自己編集である。後者の相互編集 とネットワーク技術 との関

係の研究は、たとえば電子会議室の運営方法として今後の課題だと考 えている。
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論文は、一般に図表1の ように、単語 ・図 ・表、センテンス、パラグラフ、節、章からなってい

る。印刷論文の 目次は、筆者の意図の下で、章、節、パ ラグラフ、センテンスが並べ られた もの

である。読者は、各パ ラグラフが位置づけ られた 「固定 した目次」 にしたがって、論文を読むこ

とを強いられる。それに対 して、本オンネ ット論文の工夫は、パラグラフを自由に並べ直すこと

がで きるようにすることにある。この工夫 によって、読者は、複数の目次から自分の関心 ・立場

に合 う目次を選んだり、 目次を自己作成できるようになる。

この工夫 のためには、各パラグラフを独立性のある形で書いてお く必要がある。なぜ なら、本

稿が提案する表現形式では目次が固定 しないので、各パ ラグラフの前後にくるパラグラフが特定

されないか らである。

印刷論文は、書 き手の考えたロジックの進行(書 き手の編集)に 応 じて読者の思考が呪縛的に

進行 させ られざるを得ないが、本オンネ ット論文では、論文を自己編集 しながら読む仕組みを提

供できる。

図表1論 文の階層構造

論文

率

章

阜

節

阜
パ ラグラフ

率

センテンス

阜

単語/図/表

3.3パ ラグラフの書 き方

業務手順書や製品取 り扱い説明書などを想定 した文書の書 き方として、Hom(1989)に よって、

Infb㎜ationMapping法 と呼ばれる方法が提案 されている。Homに よれば、In鉛㎜adonMapping法 と

は、「コミュニケーシ ョンの効率をあげるために、情報を分析 し、構成 し、文章化 し、順序たて、

フォーマ ットするための方法論」である。この方法は、文書 を全面改訂 しなくても部分的 に改訂

できるように、また必要な情報がどこにあるかを見つけやすいように考えられたものである。本

稿のテーマである目次の 自己編集とい うことは考えられていないが、この方法は、ハイパーテキ

.ス トの文書 を効率的に作成する方法 としてもHomに よって位置づけられている。

本オンネッ ト論文のパラグラフは、In鉛㎜ationMapping法 の以下の7つ の原則を参考 にして作成

された。ただ し、本稿では、パラグラフの階層化は行っていないので、7番 目の原則である 「チャ

ンク階層化」 の原則は、考慮されていない。

(1)チ ャンキング(Chunldng)の 原則
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人 の短期記憶 能力 の限界 を考 慮 し、情報 を扱 い易 い小 さな単位 にグル ープ分 けす る こ と(チ ャ

ンキ ング)。

(2)関 連 性確 保(Relevance)の 原 則

一つ のチ ャンクには1つ のテーマ に関連 した情報 だけ を盛 り込む
。

(3)ラ ベ ル付 け(Labeling)の 原則

各 チ ャ ンクに、 ラベ ル(見 出 し、 タイ トル)を 付 け、読者 の理解 を助 ける。

(4)一 貫 性確 保(Consistency)の 原 則

同 じテーマ を扱 う時 は、 同 じ用 語 ・ラベル、 同種 の構 成 ・順序 立で ・フ ォーマ ッ トを使 う。

(5)図 表組 み込み(IntegratedGraphics)の 原 則

図、表 、イ ラス トな どをテキス トの必要 不可分 の要素 と して使 う。

(6)詳 細 情報組 み込み(AccessibleDetail)の 原 則

抽 象的 な概念 の理解 を助 けるため に、読 み手が わか りやす い詳細 情報 をいれる。

(7)チ ャ ンク階層化(HierarchyofChunldngandLabeling)の 原 則

互い に関連 す る情報のチ ャンクを階層 的 に構成 し、 チ ャンクの酒豪 に新 しいラベル を付 け る。

4.本 オンネッ ト論文の内容と構造

4、1本 オ ンネ ッ ト論 文のテ ーマ

本 オ ンネ ッ ト論 文 は、筆者 の一人(小 泉)が 新規 に立 ち上 げた イン ター ネ ッ トによる情報 サ ー

ビス事業 につ いての事業 計画 を題材 に、 マキ シマ ーケ テ ィング理論 と事 業計画 の作 成 方法 につい

て論 じた ものであ る。

この新 規事業 は、 医師及 び歯科 医 師向 けに、 イン ターネ ッ トを使 用 しOnetoOneか つ イ ンタラ

クテ ィブ に、家づ くりに関す るパ ー ソナ ルな情報 を提供 す るサ ー ビスで ある。 このサ ー ビス は、

チュー リップホーム(http:〃www.margaret.cojp/)『 とい う会員組織 によって運営 される。

4.2本 オンネ ッ ト論文の目次の構造

本 オンネ ット論文は、文書作成の情報単位であるパ ラグラフの組み合わせによって構成されて

いる。これらのパ ラグラフは、独立性のあるように書かれている。ちょうど噌枚一枚 がカー ドに

なっているイメージで書かれている。その際に、InfomlationMapping法 にならって、「一つのパ ラ

グラフにはひ とつの情報 タイプ(定 義、手順、例などを情報 タイプとしている)の 情報 しか入れ

ない」 ようにしている。また、各パラグラフには、その内容 を端的に示す 「ラベル(題 名)」 をつ

けてある。

本オンネッ ト論文 を構成 しているパラグラフの一覧 を図表2に 示す。本オンネット論文では、読

者の関心や立場の違いに応 じて7つ の 目次(A～Gま での7タ イプ)を 準備 してある。読者(読 み

手)は 、以下の4つ の質問に答えることによって、自分にふ さわ しい目次 を選ぶうる。
'
・あなたの関心は、研究的なものですか?

・あなたは、「マキシマーケティング」に興味があるのですか?
・あなたば、「マキシマーケティング」 についての理論的研究について知 りたいのですか?
・あなたは、「マキシマーケティング」 を実践事例と関係 させて吟味 したいのですか?
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・あなたは、「事業計画の作成法」 に興味があるのですか?

・あなたは、「事業計画の作成法」 についての理論的研究 について知 りたいのですか?

・あなたは、「事業計画の作成法」 について実践事例 と関係させて吟味 したいのですか?

・あなたは、医師/歯医者 として医院や自宅 を作 ることに興味があるのですか?
・あなたは、不動産/建築関係者 としての立場から 「インタネッ トビジネス」について考 えたいの

ですか?'

・あなたは、ベンチャービジネスの実践例 として 「チュー,リップホーム」 について吟味 したいの

ですか?

上記の質問 に答えることによって、読み手はA～Gの7タ イプの目次のどれかに自動的に導か

れる(図 表3の 構造図参照)。

さらに、本オンネット論文では、下記の事前に準備された目次以外の読み方を望む読み手のた

めに、厂読者が作 る目次」 という機能を設けた。これは読者自身でパラグラフー覧か ら興味のある

パラグラフを選択 し、読者独 自の 目次 を作 る機能である。

その他 にもパラグラフー覧表を作成 し、読み手が、自分が読んでいるパ ラグラフが どれか,こ

れか らどのパ ラグラフへ進むのかが確認できるようにし、読み手がハイパーテキス ト内で迷子に

ならない ように工夫 している。

目次の選択は、一部の学習教材やCD-ROM出 版に見 られる 「ス トーリーの多様化」 と同種 のも

のとも言 える。 しかし、それらは読者の興味を引 くための道具にす ぎず、専門性 と独 自性 を保ち

なが ら読み手の関心に応 えようとする今回の試み とは発想が異なる。また、本 オンネ ット論文の

「読者が作 る目次ゴ とい う発想はないし、全パラグラフを示 しなが ら読者がブラウズ(閲 覧)す る

という着想 もない。

以上の 「目次の選択機能」 と 「目次の 自己作成機能」 が、本 オンネット論文の 「自己編集性」

の骨子である。読み手は、 自分の興味や立場に応 じて、パラグラフの関係 を選ぶことがで きる。

さらには、自分なりのパラグラフの関係付けをで きるのである。

事前準備された各 目次別の論文内容を要約すると以下の ようになる。この要約は、各 目次 の第

1パ ラグラフとして提供 される。

OAタ イプ:マ キシマーケティングの内容吟眛

情報テクノロジーの発展 により、企業は、顧客一人 ひとりを把握 し、OneToOneで 対話を続け、『

顧客 とのリレーションシ ップを深めることにより、カス タマイズ した製品 ・サービスを提供する

ことが可能となってきている。マキシマーケティングの理論は、OneToOneマ ーケティングを実

践するにあた り、7つ のステップを具体的に示す ものである。

この目次タイプでは、 この7つ のステップの内容について吟味する。

OBタ イプ:マ キシマーケティングの理論的吟味

顧客のニーズが多様化 し、捉 えることが大変難 しい時代 である。マキシマーケティングは、顧

客 と一対一で向き合い、信頼関係を作 り上げてい く7つ のステップからなるマーケティングアプ

ローチである。

この 目次 タイプでは、各ステ ップごとの米国における実践事例を説明する。同時に、筆者 自身

の事業について、々キシマーケティング ・モデルを使った展開計画を示す。

OCタ イプ=事 業計画作成の理論的吟味

事業を開始す るには、事業協力者の理解 と協力が必要である。事業協力者から信頼 を勝ち取る

一89一



図表2全 パラグラフー覧

パラグラフ(50音 順) 共有数
タイプ

A B C D E F G

Aタ イプ概要 1 ○
Bタ イプ概要 1 ○
Cタ イプ概要 1 ○
Dタ イプ概要 1 ○
Eタ イプ概要 1 ○
Fタ イプ概要 1 ○
Gタ イプ概要 1 ○
イ ンタ ー ネ ッ トア クテ ィブユ ーザ ー調 査 2 ○ ・ ○
イ ンタ ー ネ ッ トの 成 長 3 ○ ○ ○
インターネット設備計画 2 ○ ○
イ ンタ ー ネ ッ ト利 用 の動 き 3 ○ ○ ○
サービスの特徴 3 ○ ○ ○
ター ゲ ッ ト顧 客 1 ○
デ ー タベ ース の役 割 1 ○
ドメイン名取得 2 ○ ○
マ キ シ マ ーケ テ ィ ン グ とは 2 ○ ○
マキシマーケティングの実践事例 2 ○ ○
マ キ シ マ ーケ テ ィン グモ デ ル 4 ○ ○ ○ ○
マ キ シ マ ーケ テ ィ ン グモ デ ルの7ス テ ップ 4 ○ ○ ○ ○
マ ウス マ ーケ テ ィ ン グ とワ ン トゥワ ンマ ーケ テ ィ ング の比 較 1 ○
ロ ゴマ ー ク作 成 2 ○ ○
ワ ン トゥワ ンマ ーケ テ ィ ング時代 へ 4 ○ ○ ○ ○
医療職の給与実態 1 ○
外部の環境を検討 1 ○
顧客との対話 2 ○ ○
顧客の生涯価値 1 ○
市場と自社の技術マ トリックス 1 ○
事業コンセプ ト 1 ○
事業のサービス内容 1 ○
事業の基本定義 2 ○ ○
事業の仕組み 5 ○ ○ ○ ○ ○
事業企画の動機 3 ○ ○ ○
事業企画の背景 3 ○ ○ ○
事業計画作成のプロセス 2 ○ ○
事業計画作成上の注意点 1 ○
事業計画書の必要性 1 ○
事業計画説明の注意点 1 ○
事業損益 ・資金収支計画 1 ○
事 業損 益 シ ミュ レー シ ョ ン 2 ○ ○
事業展開計画 4 ○ ○ ○ ○
事業目的 3 ○ ○ ○
時間の価値 2 ○ ○
自社の環境を検討 1 ○
自社の強みと弱み 1 ○
住宅展示場の来場者の減少 2 ○ ○
初期投資 2 ○ ○
情報化する住宅 2 ○ ○
新規事業の立ち上げ 3 ○ ○ ○
新技術と多角化の方向性 1 ○
新設住宅着工の推移 2 ○ ○
多様化するマーケティング 2 ○ ○
中小不動産業の経営の悪化 2 ○ ○
電子メールマーケティングの新展開 2 ○ ○
日本のインターネットビジネスの状況 1 ○
販売促進と商品企画への反映 2 ○ ○
米国のインターネットビジネスの状況 1 ○
要員計画 2 ○ ○
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図表3本 オンネヅト論文の構造
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ためには、事業計画書 を作 り上げ、説明 しる際に、相手が納得でき、魅力的な事業であると思っ

てもらえることが重要である。

この目次タイプでは、事業計画の必要性、事業計画の作成プロセス、作成上の注意点、 また事

業計画を説明する上での注意点などを吟味する。

ODタ イプ:事 業計画の実践的吟味

この目次タイプでは、新規事業計画の実践事例を吟味する。筆者 自身の事業の創業動機か ら始

め、自社環境の現状認識、 これからの社会のマクロ的な動きも考慮 して事業を企画する。

環境認識から事業 コンセプ ト、外部環境の検討、マキシマーケティングモデルによる展開計画、

要員 ・設備 ・損益計画などを示す。

OEタ イプ=医 師及び歯科医師向けの事業計画紹介

この目次タイプでは、医師及び歯科医師向けのインターネットによる家づ くりに関する情報提

供サービス事業についての内容を紹介する。

「インターネッ トの電子メー・ルを通 して、良質でパーソナルな情報を収集す る知的家づ くりを

押 し進め、時代の流れをキャッチで きる住宅を提供す る」のがこのビジネスのミッションである。

OFタ イプ=不 動産業界、建築業界の方への事業計画紹介

不動産業界、建築業界の従来の 厂待ちの営業」では、この厳 しい時代 に生 き残れない。

顧客の声を反映 した商品を作 りだすこと、また常 に時代の先 を読み、その流れを捉 えた商品を

顧客 に提案 してい くことが必要である。

この目次タイ プは、筆者 自身の新規事業の内容を不動産業界、建築業界の方へ紹介するもので

ある。

OGタ イプ=ベ ンチャー企業の事例紹介

どめような背景があ り、筆者 はこの事業(医 家向けインターネッ ト不動産情報サービス)を 起

こすに至ったか。また、ヒこの事業はどういう内容を持つか。

この目次タイプでは、ベ ンチャ」企業の一例 として筆者の事業 を位置づける ・そして、経営資

源であるヒ ト・モノ ・カネについて、また要員 ・設備計画、事業損益 ・資金収支の採算について

考える。

企業としてのブラン ド構築の一歩 として、イメ ージづ くりの方法 についても考察する。

4.3パ ラグラフの目次間共有

目次が複数あっても、それぞれに重な りがなければヤそ紅は複数の独立の論文が別々に存在 し

ているにすぎないσそれでは、目次の複数化の試みは、いたず らに書 き手の工数を増や して しま

う。 しかし、 目次の違いは内容すべての違いではない。もともと、一つのテーマに興味や立場に

よって異なる視点があるか ら、複数の目次が必要になると考えられる(各 目次がソフトシステム

方法論(Wilson,1990)の 「関連システム」の ようなものだと言える)。 こう考 えれば、あるテーマ

をめ ぐって関心が異なる人それぞれふ さわ しい 自次内容は、ある部分は重なり、ある部分は独 自

なパ ラグラフから構成 しえるはずである。

上記の着想に基づ き、本 オンネット論文における複数の 目次 タイプは、「マキシマーケティング

による新事業開発」 とい う一つのテーマに関連 した内容を複眼的に見る もの として準備 された

(図表4参 照)。 本オンネッ ト論文のパ ラグラフは全部で57あ り、各パ ラグラフは各 目次タイプで

図表5の ように目次問で重複 して使 われている。ただ し、一つひとつのパ ラグラフから見る と、7
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つの目次の内、2～4の 目次で共有されている もg)カ『多い。このパ ラグラフ別の共有状況は、図表

2で うかがうことができる。

図表4複 数目次による複眼性

目次D

上記 は、実践 したオンネッ・卜論文のパラグラフ共有のイメージ図である。

パラグラフの共有化によって、 目次の複数化 による書 き手の負担 を減 らすことができる。また、

あとから別の 目次 を追加する場合 も、パラグラフの援用が可能 となる。

図表5パ ラグラフの目次別共有状況

Aタイプ Bタイプ Cタイプ Dタ イプ Eタ イプ Fタ イプ Gタイプ

構成パラグラフ数 11 13 10 32 12 13 16

独自パラグラフ数 4 1 8 8 2 1 1

共有パラグラフ数 7 12 2 24 10 12 15

共有比率 64% 92% 20% 75% 83% 92% 94%

4.4そ の他の工夫

自己編集性の追求以外 にも、本オンネッ ト論文では 「対話性」 も追求 している。具体 的には、

本オンネ ット論文では、読み手 と書 き手 もしくは読み手間でインタラクティブな対話がで きるよ

うに電子会議室のページが設けられている。
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5.本 オンネット論文の効用 と問題点

5.1本 オンネッ ト論文の効用

本オンネット論文の表現形式の効用 として、以下の3つ をあげることがで きる。

第一 に、立場や興味が違 う読者 に多様 な読み方を提供できる。本オンネッ ト論文は複数 目次を

提供 していること、または読者 自身で目次 を作成することで多様な読者の関心に対応で きる。

第二 に、著者(書 き手)に スピー ド重視の論文の書 き方 を提供できるということである。本オ

ンネ ット論文は、書 き手である著者が、研究の途中段階から、情報やアイデアの一固まりを、 ど

んどんパ ラグラフとしてまとめておけば、蓄積 されたパラグラフを修正 して連結順序 を決めてネ

,ットにアップすることによって、効率 よく論文を仕上げ られるという特徴がある。 というよりも、

このような発表の仕方壷想定 して、研究 ノー トを書いていけば、あるまとまりが出来た段階で 目

次 を事後的に作成する方式で研究の進捗 を公開してい くことが可能である。その意味では、ベー

タ版(途 中段階での発表)の 論文公開に適切な方法 と言えるか もしれない。

第三に、本オンネッ ト論文の電子会議室を使って、著者(書 き手)は 、読者(読 み手)が 提供

する 「新 しい視点」 に出会 う機会 をあることである。本 オンネ ット論文では、電子会議室での著

者 と読者、読者同士のインタラクティブな対話 を通 して、著者の知識の広が り、今 までにない考

え方との出会いが生 じる可能性がある。オンネット論文は、 もともと更新 しやすいという特徴が

あ り丶本オンネット論文で も、読み手の意見を取 り入れて、パ ラグラフの追加 ・修正、 目次の追

加 ・修正が随時可能である。また、「読者が作成 した 目次」を著者が参照できる仕組みを付加する

ことで、 目次 を追加 ・修正するヒントを得 られよう(現 在の本 オンネッ ト論文にはこの機能は未

実装)。

5.2本 オンネット論文の問題点

本オンネット論文には、い くつかの問題点がある。 これ らには、現状の技術水準か ら甘受せざ

るをえないものと表現形式(書 き方)の 工夫によってある程度解消で きるものがある。

・運搬性の問題

まず運搬性の問題がある。オンネット論文には、デジタルデータならではの場所をとらない と

いう 「保存の容易性」がある。反面、コンピュータが なければ見ることがで きない。すなわち、

データとして持 ち運んでも 「機械」がないと意味 を持たない。印刷論文のように簡単 には持 ち運

んで読めない。この問題は、携帯機器の開発で徐々に問題ではな くなるか もしれないが、現時点

では印刷論文に対するディメリットとして甘受せざるをえない点である。

・ 「一覧性」の問題

次 に、厂一覧性」 に関する周題がある。印刷論文は、ざっとページをめ くることによって、全体

を見回 しやす く、』全体 としてどのような内容が書かれているのかつかみやすい。 しか し、オンネ

ット論文の場合、全体を概観 しに くく、印刷論文 に対 して一覧性がやや劣る という問題がある。

この点は、本オンネッ ト論文だけでな く、オンネット論文一般に言えることである。本 オンネッ

ト論文では、この問題 に対処するために、常に画面に 「パ ラグラフー覧」を出す ようにしている。

・引用時の同一性の問題

オンネ ット論文の特徴の一つは、「更新容易性」である。 この裏腹の問題が、引用時の同一性の

問題である。

一94一



論文は、専門性 と独自性があればあるほ ど、引用 されることを前提 に書かれる。 しか し、オン

ネット論文は簡単に更新できるので、読み手が引用 した論文(あ るいは、論文の部分)が ネット

ワーク上にそのまま存在するとは限らないという問題がある。ハー ドプリン トで発行 される印刷

論文にはない問題である。'

本オンネッ ト論文では、この問題に対処するために、「パラグラフの更新前一覧表(更 新 日付 を

付記)」 を設け、論文公開以後のすべてのバージョンをパ ラグラフ単位ですべて保存 ・公開するよ

うにしている。これによって読者は、更新前の内容 を、必要に応 じて確認で きる。(注2)

・要素還元主義の問題

この問題は、本オンネッ ト論文においてもっとも本質的な問題である。そもそも、厂部分の積み

重ねによって論文を書けるのか」 という疑問である。本オンネッ ト論文には、「パラグラフ」とい

う要素を集めてい くことで論文が作成で きるという要素還元主義的想定がある。この要素還元主

義への疑問があ りえる。この疑問には、実際に作成 された本オンネッ ト論文 を参照いただいて、

まず判断いただきたい と考えている。

しか し、一般論 として言 えば、「部分は全体の目的によってその内容 と書 き方が変わる可能性が

ある」 ことを認めざるをえない。

たとえば、・前半 に現在の問題状況が書かれ、後半に解決案が書かれた論文では、前半があるか

らこそ後半の解決案の価値が読者 に伝わる。あるいは、読者に徐々に内容について理解 してもら

うために、より単純 なモデルや例か ら話 を始めてい く場合 には、パラグラフの内容はある一つの

目次を想定 してのみ書 きえるということがあるかもしれない。

この問題は、本オンネット論文のような表現形式にとって本質的なものであ り、完全な解決は

不可能である。 というよりも、この点は、本オンネット論文が伝統的な印刷論文に置き換わるも

のではなく、厂使い分けるべ き」 ことを示す とい うべ きであろう。本オ、ンネット論文の書 き方は、

読者にとってまった く無知な世界 を系統的に理解 させる方法ではな く、書 き手の主張のコンパク

トな理解の機会を提供するものであろう。また、前述 したように、研究の途中段階でスピーデ ィ

ーに成果 を公開 して広 く批判を仰 ぐベータ版 として活用で きる。

本オンネッ ト論文では、この問題に若干の対応 を行う工夫 として、「用語集」が設けられている。

パラグラフを独立性 を高めるためには、 目次上の前に用語の解説があることを前提 にできないか

らである。特に、「読者が作 る目次」では、読者が読みたいパラグラフを選択する形をとっている

ため、固定された目次のように、読者に用語を順序 よく理解 して読み進んでもらうことができな

い。そこで、用語集 をもうけ、パラグラフ中の重要単語に リンクしてある。 この工夫 によって、

読者は、必要 に応 じて、予備知識を補いなが ら読み進んでいくことが可能となる。

6.結 語

マルチメディア化 と対話化 として追求 されて きたオンネット論文の可能性に、「自己編集性」 を

加えること、 これが本稿の目的であった。

「自己編集性」 とは、「読み方への読者の参加」の一種である。印刷論文の目次は、筆者の意図

の元で部分(パ ラグラフ)が 組み立てられている。そのため読者は、「固定 した目次」 にしたがっ

て、目次の順番通 りに読み進むことが基本的には想定されている。一方、本稿で提案 した表現形
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式をとれば、全体が独立性のあるパラグラフによって構成 されているので、読者が 目次を自分の

関心や立場 によって選択 したり、自らパラグラフを選択 し、自分 なりの目次を作 り上げることが

可能 となる。

印刷論文は、書 き手の考えた著述の進行 に読者の思考を合わせ ることを要求する。本稿で提案

した 「自己編集性」 を保証 した表現形式は、読み手が、 自らの手で、自分の思考 と書 き手の思考

の相互作用 を楽 しみえる工夫の一種だと言 える。その技術的な工夫の骨子は、論文のパラグラフ

化 とハイパーテキス トの活用である。

さらに、読み手の自己編集 を記録で きるようにすれば、そこから書 き手は、論文の更新のため

め学習 をすることもできるだろう。

さらに、他の書 き手のパラグラフ化 されたオンネット論文 と

リンクしあうような論文 もあ りえるかもしれない。

金子郁容(1998)は ＼「強が りのシステム」(自 分が問題を解決できると言い張るシステム)は

行 き詰まって、今必要なのは、バルネラビリティ(つ けこまれ易 さ)が 発生することを許容 し奨

励する 「相互性のあるシステム」だと述べ ている。一つの 目次 によって論理づけられ自己完結 し

ようとする印刷論文は 「強が りのシステム」であ り、オンネット論文は、印刷論文 を単純 にネッ

トワークに公開するだけではない、『インターネッ トの相互性を生かした別の表現形式を求め られ

ているのではないか。その一つの試みが本稿の提案であると言えるか もしれない。 ・

(注1)著 者個人のサイ トに論文が掲載されている例:(社 会学研究者野田一夫氏のサイ ト:

hゆ:〃www.as曲i-net.orjpルv6k一㎜1)

研究論文(欧 文)が 学会のサイ トに公開されているものの例:

(日本物理学会のサイ ト:htΦ:〃wwwsoc.nacsis.acjp加s加s薗/hldex.html)

企業が 自社発行 の技術雑誌の全文 を公 開 している もので充実 している ものの例:(ユ ニシス技

報:h即:11www.㎜isys.cojpltec _info/hldexhtm1)

(注2)MISQuateryと いうアメリカの学術雑誌は、関連雑誌 としてネットワーク上にめみ存在する

MISQuateryDiscoveryとv・ う雑誌を発行 している。この雑誌では、論文の更新(内 容修正)が 行

われることがある。この場合は、更新前の論文と更新後の論文を掲載 し、この 「引用時の同一性

の問題」に対処 している。以下参照。htΦ:〃wwwmisq.orgldiscovery/home.html

(注3)電 子出版 とオンネット論文は、類似性 はあるが、異なる概念だ と本稿では考 えている。電

子出版はデジタル化された情報を 「本」 に似た形式で流通 させ ようとするものであるが、オンネ

ット論文はあくまで もネットワーク上に存在する 「論文」のことである。オンネット論文をその

まま電子出版することは可能だが、その場合ネッ トワーク上 にあった時の他者 との関係者 は失わ

れている。たとえば、電子会議室は電子出版では存在 しない。 しか し、電子出版物 をネッ トワー

ク上で流通させる場合は、両者の距離はほとんどなくなる。ただし、論文とは 「専門性」 と 「独

自な主張」があるものだが、電子出版された情報にすべて 厂専 門性」 と 「独 自な主張」があると

は限らない。

(注4)本 稿は、パラグラフ化 と対話化 によるオンネッ ト論文作成 について論 じたものだが、同じ

考え方はオンネット教材作成にも適用できる。この方式を採用すれば、読み手の予備知識 に応 じ

て自己編集で きる教材が開発で きる。また、対話化への対応は読み手の関心と読み方を教材再編

成 ・拡充に生かす方法にもなりうる。ただ し、オンネッ ト教材の 自己編集化 は、1送り手(教 材作
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成者)の 厂達成 してほしい」 と思う水準 に達する読み方 を読み手が して くれたかをチェックする

仕組みを前提 として価値があろう(た とえば、オンネットテス トの付属)。

(注5)ノ 丶イパーテキス トの性質を利用 した小説の書 き方の試み として、「99人の最終電車」〈井上

夢人作)が ある。、以下で読める。htΦ:〃contentsjustnet.orjplnaminod/99/top.htm

この小説は、地下鉄 に乗 り合わせ た99人 の視点を自由に行'った り来た りすることで状況(事 件)

を浮 き上が らせようとするサスペンス小説である。読み手は、時間と駅と登場人物を自由に選択 し

なが ら自分な・りに読み準めることが求められる・「最初 .と最後のぺ「ジ」が存在 レない小説である・

この試みは、本 稿の実践 と、「書 き手が読む順序を固定 していない」 という点で似 ている。 しか

し、異 なる点 もある。r99人 の最終電車」では、多様な視点 は、作 り手によって用意された 「状況

の部分」である 。本稿の試みでは、選択 された、あるいは読み手によって作成 された目次は、読

み手の関心か ら見た一つの全体性を持つ 「内容」である。本 稿の試みで選択 される目次には、.「最

初 と最後のページ」がある。本稿の試みにおいては、他9) .目次は》灣ばれた目次を補完するため

にあるのではなく、異なる関心(内 容)を 示すものである。各 目次は、「状況の部分」ではな く、

ある関・ら・から見た状況そのものなのである。

(注6)本 稿 自身がある意味では、印刷論文への一.つの挑戦 と言 えるのか も.しれない。なぜ なら、

本稿はネ ットワーク上にある実践 を同時 に参照いただ くごと脅前提 にした輪文であ り、その意味

では印刷論文として1「自己完結」 していない。

図表6印 刷論 文 とオ ンネ ッ ト論 文の比較(○:優 れている、△:や や劣る、×:劣 る)

印刷論文 相対評価 印刷論文 相対評価

基本特性 公開の範囲 特定の読者に しか結果 として届けにくい。 × 広 く潜在読者に論文を提供できる。 ○
公開のスピード 脱稿から出版までに時間がかかる。 × 脱稿直後に公開可能。 ○

コス ト 出版 ・流 通に コス トがかか る。 × 誰もが低コス トで提供できる。 ○
尸覧性 全体を概観しやすい(ざ っと全体を眺めるこ

とができる)。
○
全体をざっと眺めることは可能だが印刷論文

より劣る。
△

検索 出版者が索引を用意 した場合に、その範囲で

検索可能。
△
HTMLで 書かれた場合は自由に論文中の言葉

を検索できる。
○

内容の更新 出版されたものは変更できない。改訂には時

間とコス トがかかる。
X
気づいた時に更新できる。

○

引用時の同一性 内容が変わらないものとして引用される(同
一性保持)。

○
引用してもファイルが更新されて修正・削除されて

いる可能性がある便新記録管理が必要)。
△

保存性 場所 をとる。
×
コンピュータデータとして場所をとらずに保

存可能。
○

道具依存性 読むのに機器(道 具)が 不要。移動先や移動

中に容易に読める。
○
コンピュータとブラウザがないと読めない。

移動先や移動中に読むのが大変。
×

マル チ メ

ディア性

カラー、写真、

図表 の利用

可能だがコス ト高になる。
×
容易に利用できる。

○

音、動画利用の

可能性

困難
X
可能

○

対話性 読者 コメン トの

記録

読者カー ド等、反論等、論文とは独立 した形

になる。
×
送付 されたコメン トを論文 と一体化 して提示

できる可能性
○

討議の場の提供 論文と切り離 されて存在 しえる.。
△
論文を中心に読者同士が交流する場が提供で

きる可能性(例=電 子会議室の併設)
○

自己編集性

(本稿が追

加 したい特

徴)

読み手による

目次作成

読み方に参加できない。筆者の意図によって

パラグラフが並べられる。
×
読者の意図によって、自分なりの目次を選択

したり、作成できる工夫が可能。
○

部分読みの容易

さ

著者が用意 した目次の枠組み内で部分読みは

可能。
△
各読者が選んだ順番で部分読みをする工夫が

可能。
○

読み手の 「読み

方」の保存

各読み手の 「読み方」は著者や他の読み手に

容易には伝わらない。
×
各読者の読み方を保存 して他の読者や著者が

参照できる可能性
○
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